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輸血・移植免疫学講座／輸血・移植免疫部 
 
 

論  文 
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AK2V617Fクローン性造血はALK1を介して肺高血圧症を増悪させる. iHF seminar; 20201010; 東京/Web. 
 
皆川敬治, 植田航希, 中島修, 池田和彦. Type2のCalr変異を持つ2系統のノックイン（KI）マウスは、骨髄

増殖性腫瘍（MPN）様のフェノタイプを示す. 第82回日本血液学会学術集会; 20201010-1108; Web. 
 
君島勇輔, 三阪智史, 横川哲朗, 和田健斗, 植田航希, 杉本浩一, 皆川敬治, 中里和彦, 石田隆史, 池田和

彦, 竹石恭知. Clonal hematopoiesis with JAK2V617F promotes pulmonary hypertension throuClonal 
hematopoiesis with JAK2V617F promotes pulmonary hypertension through ALK1gh ALK1. 第24回日本心不

全学会学術集会; 20201015-17; Web. 
 
三村耕作, 花山寛之, 渡辺洋平, 早瀬傑, 門馬智之, 佐瀬善一郎, 河野浩二. 上部消化管癌における免疫療法. 
第82回日本臨床外科学会総会; 20201029-30; Web. 
 
横川哲朗, 三阪智史, 君島勇輔, 和田健斗, 皆川敬治, 杉本浩一, 石田隆史, 池田和彦, 竹石恭知. 
JAK2V617F変異陽性細胞が大動脈瘤形成を促進させる. 第8回Heart Science Club; 20201128; Web. 
 
大戸斉, Kenneth E Nollet, 伊藤正一, 桂木真司, 安田広康. 血球分化における不規則抗体の発生と新生児溶血

性貧血性疾患. 第30回日本産婦人科・新生児血液学会・学術集会; 20201221-26; Web. 日本産婦人科・新生児血液

学会誌. 30(1):S25-S26. 
 
嶋恵理子, 郷勇人, 柏原祥曜, 宮崎恭平, 知識美奈, 前田創, 清水裕美, 小笠原啓, 今村孝, 佐藤真紀, 大
戸斉. 抗HLA-A31+B61抗体による新生児同種免疫性血小板減少症を合併したDown症候群の一例. 第30回日本

産婦人科・新生児血液学会・学術集会; 20201221-26; Web. 日本産婦人科・新生児血液学会誌. 30(1):S74. 
 
〔シンポジウム〕 
 
大戸斉. 新血液型KANNOを科学する. 第68回日本輸血・細胞治療学会学術総会; 20200529; 誌上. 日本輸血細

胞治療学会誌. 66(2):266. 
 
三村耕作, 花山寛之, 渡辺洋平, 小野澤寿志, 佐瀬善一郎, 門馬智之, 大木進司, 河野浩二. Development of 
immunotherapy for gastric cancer. 第120回日本外科学会定期学術集会; 20200813; Web. 
 
Mimura K, Suzuki Y, Kono K. Tumor immune response in the tumor microenvironment. 日本放射線影響学会 

第63回大会; 20201015-16; Web. 
 
池田和彦. ICTを活用したバイオビジランス「造血細胞の輸注時の副反応」. 第27回日本輸血・細胞治療学会 

秋季シンポジウム; 20201023-24; Web. 
 
三村耕作, 鈴木義行, 河野浩二. 放射線治療を用いた複合免疫療法の開発. 第56回日本医学放射線学会秋季臨床

大会; 20201028-1126; Web. 
 
三村耕作, 菊池智弘, 岡山洋和, 藤田正太郎, 坂本渉, 齊藤元伸, 門馬智之, 佐瀬善一郎, 吉村清, 角田卓
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也, 河野浩二. 大腸癌における腸内細菌叢と腫瘍浸潤免疫担当細胞の関連について. 第33回日本バイオセラピィ

学会学術集会総会; 20201119-20; Web/誌上. 
 
〔特別講演〕 
 
大戸斉. 鼎談 輸血・細胞治療の未来を担う若手に託すこと 鼎談-2 先人の知恵を次世代に継ぐ. 第68回日本

輸血・細胞治療学会学術総会; 20200529; 誌上. 日本輸血細胞治療学会誌. 66(2):189. 
 
池田和彦. JAK2V617Fに関する新たな知見～検査から病態まで～. MPN Conference Online; 20200929; Web. 
 
〔招待講演〕 
 
池田和彦. 造血再構築とクローン性造血. 信州次世代血液研究会; 20200215; 松本. 
 
〔その他〕 
 
池田和彦. 骨髄増殖性腫瘍（MPN）と骨髄異形成症候群（MDS）について. 骨髄増殖性腫瘍患者・家族会

（MPN-JAPAN）講演会; 20200113; 浦和. 
 
大戸斉. 指定教育セミナー3 学会認定・臨床輸血看護師制度協議会：看護師ブラッシュアップセミナー～認定開

始10周年記念～ 学会認定・臨床輸血看護師制度の幕開けから現在まで. 第68回日本輸血・細胞治療学会学術総

会; 20200530; 誌上. 日本輸血細胞治療学会誌. 66(2):291. 
 
Mimura K, Nakajima S, Kanke Y, Hanayama H, Watanabe Y, Hayase S, Okayama K, Saito M, Saze Z, 
Momma T, Kono K. The possibility of phosphor-STAT1 as a biomarker in anti-PD-1 antibody therapy for 
gastric cancer. 第58回日本癌治療学会定期学術集会; 20201022-24; 京都/Web. 
 
安田広康. 【教育講演】認定輸血検査技師更新必須講座－輸血療法実施に関する指針と赤血球型検査GLの改正

点：乳児の輸血検査について. 第27回日本輸血・細胞治療学会; 20201023; Web. ブログラム・抄録集. 23. 
 

その他の業績・作品等 

 
池田和彦. 輸血：どんな治療？治療を受けるべき人は？治療内容や代替手段、リスク、合併症は？ お医者さんオ

ンライン; 20201111-. 
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